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                                       要 約 
 日本の不登校の問題を考える上で，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。筆
者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 1 年毎に
ERIC および  PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード
school  
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 1996 年の文献について取り上げ分類した。さらに ERIC については，DIALOG
データベースとインターネットでの検索の違いについても検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance,school dropouts,school phobia,school refusal 









 DIALOG データベースでの 1995 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 15 件，
school dropouts に関する文献が 10 件，school phobia に関する文献が 4 件，school refusal に関す
る文献が 0 件であった。一方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，school attendance に関す
る文献が 18 件，school dropouts に関する文献が 12 件，school phobia に関する文献が 2 件，school 
refusal に関する文献は 12 件であった。 
 インターネットでの ERIC の文献検索は，http://ericac2.educ.edu で Search ERIC のホームペー
ジにアクセスし検索することができる。1996 年の文献については，Search ERIC Wizard を用い
て検索した。検索式については DIALOG データベースと同様の式である。school attendance に
関する文献が 2 件，school dropouts に関する文献が 28 件，school phobia に関する文献が 0 件，
school refusal に関する文献が 0 件であった。DIALOG データベースの文献と比較すると同一の
文献は 2 件であった。他の文献についても内容的には十分文献として検討に値するものであっ
た。1980 年以降のインターネット ERIC の文献についても今後改めて目を向けることが必要で
あるが，ここではこれまでと同様に DIALOG データベースでの文献について概観することにし，
インターネット ERIC については別にまとめていくことにする。 
 DIALOG データベースの 73 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 42 件について，キ
ーワード毎に分類し，研究の概観をする。 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 




  １ school attendance に関する研究の概観 
  attendance をキーワードに持つ文献 33 件のうち，関連の考えられる 15 件について概観する
ことにする。ERIC では 15 件のうち 7 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，18 件のうち
8 件を取り上げる。なお，国別では，アメリカ合衆国が 13 件，英国が 2 件である。 






























う。446 人の計画群と 467 人の統制群，計 913 人の十代のものからこれらのデータは得られた
という。 











































 Lenarduzzi ら(1996)は，1992 年度に高校に在籍していた 10 年生から 12 年生の 274 人の登校
状況を，GPA，対象テスト得点，1991 年度と 1992 年度の１週間あたりの労働時数により調査
研究している。１週あたり 10 時間以下の労働は，各尺度で小さな逆の効果になるという。１週










































  Mayes ら(1996)は，66 人の 5 歳から 17 歳の凝固障害のある男性の心理的教育的データの分

















  Hargett と Webster(1996)は，attendance にも関連するが，school refusal に関連するので， 
school refusal のところで取り上げることとする。 
 Hess と D'Amato(1996)については，attendance にも関連するが，dropouts に関連するので，
dropouts のところで取り上げることとする。 
 Rayner と Riding(1996)は，attendance にも関連するが，school refusal に関連するので，school 
refusal のところで取り上げることとする。 
  ２ school dropouts に関する文献 
 1995 年の ERIC と PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，dropouts をキーワードとする文献
が 10 件と 12 件取り上げられている。22 件の文献のうち，不登校との関連が考えられる 9 件に
ついて概観することにする。国別ではオーストラリアが 1 件，アメリカ合衆国が 8 件である。 
  Goldman と Bradley(1996)は，オーストラリアの再登校した 2,278 人中 1,233 人の生徒と 80
校中 66 校の学校からの回答を用いて中途退学の特徴的な形態，生活条件，雇用状態，再登校の
理由を検証している。中途退学についてのデータの集積の仕方を改善し，10 年生と 11 年生に
予防的な焦点を当て，革新的な再登校計画の実施を適応することを推奨している。  
  Smith(1996)は，1994 年度のネバダ州立学校の中途退学について述べている。この報告は，9
年生から 12 年生についての Smith 自身の７年目の報告になる。1994 年度に 6,694 人の生徒が州
立学校から中途退学しているという。これは全体の 10%にあたり，0.4%の増加となり，３年連
続して増加しているという。中途退学率は 9 年生で 3.9%，10 年生で，6.5%，11 年生では 12%，
12 年生で 19.7%であるという。性別では，12 年生でもっとも差が大きく，男子が 10.5%，女子
が 9.4%であったという。人種別では，白人がもっとも低く 8.6%，アジア系と太平洋諸島が 8.8%，



































 Hess と D'Amato(1996)は，メキシコ系アメリカ人の高等学校中途退学者と継続したものとの


















  Wolfer と Moen(1996)は，どれだけの時間どのような状態で，母親が働いていたかを，娘の
年齢に関して，0 歳から６歳までの幼児期，7 歳から 12 歳までの青年前期，13 歳から 18 歳ま
での青年期に母親が働いている時に，娘が学校を離れる割合をここでは調査している。対象者
は，インカムダイナミックスの公開研究の 1968 年から 1990 年の期間から引用した，1990 年に




















についての効果が見いだされたという。結果は，79-23064 の R. Jessor の問題傾向行動，仲間集
団の理論，介入のデザインと関連すると述べている。 
 ３ school phobia に関する研究の概観 
 ここでは，school phobia をキーワードとする文献 6 件について取り上げる。これらのうち 4
件が ERIC であり，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS は 2 件である。国別では，フィンランド













  Lepola(1996)は，恐慌性障害と関連する学校恐怖症の 13 歳と 16 歳の少年と 9 歳の少女に行

















 ４ school refusal に関する文献 
   school refusal をキーワードに持つ文献のうち，関連の考えられる 12 件について概観するこ
とにする。ERIC では 0 件，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS では，12 件が取り上げられている。
国別では，アメリカ合衆国が 9 件，英国が 1 件，オーストラリアが 1 件，ニュージーランドが
1 件である。 


















  Rayner ら(1996)は，登校拒否と特定された 15 歳から 17 歳の 17 人の生徒の学習形態を調査
し，学習形態の分布を主流の中等学校に規則的に登校している 850 人の 12 歳から 16 歳の形態
と比較している。R. J. Riding(1991)の認知形態分析を，ある期間に Rayner らのところにいる登
校拒否群の対象者に個別に行われたという。結果によれば，登校拒否の生徒の学習形態は，






























  Ginsburg ら(1996)は，スペイン語系アメリカ人の若者の恐慌性障害と不安障害についての知
識があまりないと述べている。この研究では，さまざまな社会人口統計学的な特徴と臨床的な















 Werry(1996)は，上記の Stein の 6 歳の男子のケースについて言及している。分離不安やその
他の不安の履歴のない子どもでは，一時的以外に突然現れることもなく，身体的なチェックが，
そのために必要になってくると述べている。 













 Ⅲ おわりに 




 1996 年の ERIC では， school attendance に関する文献が 15 件，school dropouts に関する文
献が 10 件，school phobia に関する文献が 4 件，school refusal に関する文献が 0 件であった。一
方，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTSでは，school attendanceに関する文献が 18件，school dropouts
に関する文献が 12 件，school phobia に関する文献が 2 件，school refusal に関する文献は 12 件
であった。これらの 73 件の文献の中で不登校との関連が考えられるものは，43 件であった。 
 また，ERIC についてはインターネットでの文献検索についても検討を加えた。school 
attendance に関する文献が 0 件，school dropouts に関する文献が 38 件，school phobia に関する
文献が 0 件，school refusal に関する文献は 0 件であった。これらの中から不登校との関連が考
えられるものは，28 件であった。インターネット ERIC については別にまとめていくことにす
る。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
校に関する研究の 1 年毎の概観は，6 年目となる。日本における登校に関連する問題，不登校
に関連する問題は解決してきているとは考えられず，今後もインターネットを用いた文献検索
を含めアプローチをしていく必要があると考える。 
                                                                 SATO,Masamichi 
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